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日本語動詞の多義体系(8)
国 広 哲 弥
ひ か え る
前回までは多義記述の基礎資料 として 『三国』を用いていたがr今 回は
新 しく刊行 された 「明鏡』 を用いることとした。
1.「ひ か える」 の 多義
「ひかえる」 には自動詞用法 と他動詞用法があるが,多 義記述の全体を
見渡 してみると他動詞用法が基本であり,自動詞用法はその再帰中間態用
法であることが分かる(再帰中間態 については,国広哲弥,1996を参照)。
そうい う理解の元に 『明鏡』 に基づいて代表的な用例の形で多義の状態 を
略記する。用例 は便宜上簡略化することがある。各語義には 「他1,自1」
のように番号 を付す。
「ひかえる」 基本義 《欲求 を満たすことを抑制する》。
他1「 酒をひかえる」
他2「 判断をひかえる」







「岩波古語 』 に よる と 「ひかえ」 の語 源 は 「ヒキ(引)ア へ(合)の 約 。
引 い て,相 手 の力 や動 きに合 わせ るの意」 であ る。言 いか え るな らば,
「相手 の動 きを抑 える」 とい うこ とであ り,こ れが当時の現象素 であ った
と考 え られる(注1)。 現在 の用 法で はそ うい うダイナ ミックな場合 よ り
も派生 的な用 法の方 が頻度的 には中心 をな しているが,全 体 の多義構造 を
考 えるには,過 去 のダ イナ ミックな用法 を出発点 においた方が よい と考 え
られ る。
まず他1と 他2は 「ある欲 求 を抑 える」点では同 じである。他1「 酒 を
ひか える」 は もっと飲み たい とい う欲 求 をほ どほ どの量 に抑 える とい うこ
とであ り,他2「 判 断をひかえる」 はある判 断 を下 したい とい う欲求があ
るとき,誤 った判断 を下 した り,判 断 を下す こと自体 が何か不都 合 を生 じ
ることを恐れて,判 断 を下す欲 求 を抑 えるこ とである。
他3「 近 くにスキー場 をひかえる」 は外形 は他動詞であ るが,意 味的 に
はこれ と平行 してい る自3「 村の背後 には山が ひか えてい る」 か らの派生




他1,2か ら自1,2が 生 じるの は再帰 中間態派生 に よる と考 え られ る。
自1「 ベ ンチ にひかえてい る選手 」で説明す る と,「野球選手 が グラ ン ド
に出て行 きたいの だが,い まはその時期 ではないので,出 て行 こうとす る
自分 を抑 えてい る」つ ま り 「中心的 な場所 か ら少 し離 れた所 に必 要な時 に
備 えて待機 してい る」 とい うこ とであ る。 自2「 要人の身辺 に護衛が ひか
える」 は,自1か らさらに派生 した もので,「要人か ら離れ た所 にい ざとい
う時 に備 えて待機 している」 とい うこ とであ る。 自3「 村 の背後 には山が
ひか えてい る」 は村 と山の位置 関係 を表 す用 法 であ るが,こ れ は 自1,2
における基準体 と周辺体 の位置関係 を抽 出 した比喩的派生義 である。 自3
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「山が ひか えている」 は擬人的表現 であ り,村 よ りは山の方 に焦点 がお か
れている。 この注意 の焦点 を基準体 の方 に移 したのが他3「 この ホテルは
近 くにス キー場 をひか えてい る」 である と解 される。 この焦点 の移動 を表
す ため に 「ホ テル は … スキー場 を …」 の文 型が用い られた ものであ る。
ここでは 「ひかえる」 は 〈近 くに持つ 〉とい う意味 になっている。 『明鏡』
の他3の もう1つ の時間的 な派生用法 の例 「試験 を明 日にひか える」 も
平行 していて,〈ある出来事 を近 い未来 に持つ 〉つ ま り 〈ある出来事が近
い未来 にせ まってい る〉とい うこ とになる。
他4「 日程 を手 帳 にひか える」 は自2か ら派生 した用法 と考 え られ る。
自2の 中の 〈い ざとい う時 に備 えて待 機 している 〉とい う部 分 を比喩 的
に派生 させ た もので,日 程 ・計 画 な どを 〈忘却 に備 えて書 きとめる 〉とい
うことである。 この用法 に基づ く名詞 が 「控 え」〈将来の必要 に備 えて複
写 な どの形 で保存 された書類や記録 〉であ る。 この名詞 「控 え」 には動 詞
的 な意味 〈将来の必要 に備 えて複写 などを用意す る こと〉 もある。




[日程 を手帳 に ひか える]←一一一」




作 と,何 かを 「ひねって作る」生産的用法 に分け られる。『明鏡』の用例
を簡単にして示すと次のようになる。












「頭 をひねる」(知恵 を出す ため に)
「首 をひねる」(疑念 を示す 身振 り)
「一句 ひねる」
「ひね った問題」
「ち ょっとひねってやろ う」(=負 かす)
「心付 けをひねる」
この 中で物理 的 回転運動 を指 す のは,1,2,3,5,8である。 この うち
「鶏 をひねる」 は 「ひねって殺す」 とい う時 間的 にあ とのこ とを指す メ ト
ニ ミー的用 法である。次の4「 頭 をひね る」 は 「頭 を しぼる」 と似 た用法
であ る。ぬ れた タオル などを 「しぼ った り」 「ひねった り」す る と水 分が
出て来 る。その水分 を知恵 に喩 えた用法であ る。 同時 に 「ひねる」動作 の
あ とに出て来 る知恵 に焦点が当て られているので,メ トニ ミーで もある。
5「首 をひね る」 は 「首 をか しげる」 と類似 の身振 り表現 であ り,日 本
文化で は 〈疑念の表明 〉を意味する。 この身振 りにお ける首の動 きは傾斜
と回転 を複合 した複雑 な もの と言 えるが,そ の 回転 の面 に注 目 したのが
「首 をひねる」,傾斜 の面 に注 目 したのが 「首 をか しげる」 である と言 え よ
う。
7「ひね った問題」 の 「ひね った」 は普通 この連体形 で しか用 い られな
い。 「*問題 をひねった」 と も 「*問題 をひねる」 とも言 えない。「この問
題 はち ょっ とひねってあ る」 は言え るか もしれ ない。「ひねった問題」 と
い うの は,問 題の一部 に変形 を加 えて少 し難 しくしてあ るとい うことであ
る。 この用法 について 『大辞林 』は 「⑥ あれ これ考 えて普通 とは違 うもの
にす る。趣 向 をこ らす。」 と記 述 してい るが,こ れ は 「頭 を"ひ ね って"
作 った」問題 と解 してい る ものである。 そ うではな くて,筆 者 と しては,
問題 その もの を 「ひねった」 もの と考 えたい。 そ う しない と,『大辞林』
が挙げている用例 「ひねった問題 を作 る」 にうま く合わ な くなるのではな
かろ うか。
次 は結果 目的語用法で ある。 「明鏡』 で1の 語義 の ところ に 「語法」 と
して書 き添 え られた 「こよ りをひねる」 がその例 である。 「こ よ り」 は和
紙の細片 を 「ひね る」 こ とによ り作 り出 される物である。6「一句 ひねる」
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も同様 であ り,頭 を 「ひねって」 一句作 る とい うこ とで ある。9「心付 け
をひねる」 も同様 であ り,和 紙 の包み にお金 を入 れて端 を 「ひね り」,「心
付 け」 を作 るのである。
最後 に残 った8「 ち ょっとひねってや ろう」 は元 は相撲 か ら来 た表現 と
考 え られ,〈たい して力 を使 わず に負 かす 〉 とい う意味で あるが,実 際 に
は碁や将棋 な ど腕 力 を使 わない勝負事 に比喩 的に用い られる。類似 の表現
として 「一丁 もんでや ろ う」があ る。
以上 に基づ いて多義構造 を図示す る と次の ようになる。
1「蛇 口 をひね る」
働作旺
㈱ イ1儲 漏 」「頭をひねる」
((結果 目的語))
1「こよ りをひね る」




「ひらく」には他動詞用法 と自動詞用法があるが,基 本 は他動詞用法で,
自動詞用法はその再帰中間態用法であると考えられる。つ まり自動詞用法




他動詞 「ひらく」の全用法 を眺め渡す と,基 本は次の3つ の場合,つ
lfi
ま り一次 元的(線),2次 元 的(面),3次 元 的(立 体)に まとめ られ る。
この3種 類 の場 合 に共通 して認め られる変化 の特徴 は,結 果 として1対
をなす形 が生 じるこ とであ る。 この点が 「ひ らく」 と類似 の変化動詞 「の
ばす ・ひろげる ・ふ くらます」 などとを区別す る と考 えられる。
1次元的
(1)[囲 碁用語]1間(け ん)に ひ ら く。
｠
AAB
最 初Aに1個 だけ石があ り,次 の時 にBに 打つ ことを言 う。つ ま り石
を 「Aか らBに ひ らいた」のである。 これは線的 な拡張 を意味する。(2)
も同様 な例 である。
(2)足 を20セ ンチ幅 にひ らいて立つ。
2次 元的
(3)(閉 じた)本 をひら く。
L⇒
閉 じられた本 は一定の平面 を呈 してい るが,こ れを 「ひら く」 と,平 面
は2倍 に広がる。
(4)(閉 じた)扇 子 をひ らく。
扇子の場合 は棒状 の もの を平面化す ることを指すが,次 の[A】で はな く




(5)戸 を ひ ら く。
一〉
(5)のように言 う時 は,戸 は1対 の造 りになっている。1枚 戸の場合 は
「戸 をあける」 と言 う。玄関 などの1枚 扉の場合 も 「ひら く」 と言 わない
こ とはないが,そ の時 は扉 と入 口の空 間が1対 として捉 え られ てい る も
の と解 される。
(6)魚 をひ らく。
この場合 も魚の背 を中心線 として1対 の身が両側 に現れ る。
3次 元的
(7)傘をひ らく。
傘 は(4)の扇子の場合 と同 じく,最 初 は1本 の棒状 の物であ るが・それ
が柄 を中心軸 に して立体的 に拡張 される。「木 々は春 になる と花 をひ らく」
も同 じ用法で ある。 この場合,中 心点の周囲 に円形 が発生す るとい う2次
元的 な認知 も含 まれてい る と考 え られ る。
「ひらく」の基本義
ひらく:《 閉 じられた1対 の物がその1対 性 を明示する形で占有空間
を広げる》
以下に,こ の基本義を念頭 におきながら 『明鏡』の記述に基づいて多義













「バ ッグの口がひ ら く」
「傘が ひら く」
「花が ひら く」
「傷 口が ひら く」
「店 は朝 九時にひ らく」
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自6「 瞳孔が ひらいてい る」
自7「 都市部がひ らく」(注2)
自8「 差が ひら く」
自9「 このズボ ンは裾 が大 き くひらいてい る」
自10「(スポー ツ)体 が ひ らく」(注3)
他動詞用法 に移 る前 に自動 詞用 法 を整理 してお く。 自7と自10は用法が
確認で きないので,い まは考察 か ら除外 する。
基本義の 〈1対の物 の間の空間が大 きくなる〉に当 たるのは 自1,自4,
自8,自9の4義 である。次 に中心点 あるいは軸 を中心 として円形 に空 間
が広が るのが 自2,自3,自6の3義 で ある。 問題 は自5で あ る。「店 は
自らをひ ら く」 と取 る こと も出来 るが,「店 は入 口 をひ ら く」 の 「入 口」
を省略 した表現 と取 る ことも出来 る。 いずれ に して も最初 のグループに属
させ ることが 出来 る。 なお 自8「 差が ひら く」 に類す る用 法 として 「実力
が ひ ら く」,「年齢 が ひ ら く」 な どがあ るの で,自8は 抽象化 の加 え られ












上 図はいちお うイ明鏡』 に従 ったが,文 脈 による影響 を取 り除 いて行 く
と,自1と 自4,自2,3,4は それぞれ同一義 にまとめ ることが出来 る。
次 は他動 詞用法 であるが,『明鏡』の語義分 けは数 が多 くて24個 に及
んでい るので,そ れ をここに列挙 す るの は省略 し,多 義構造 に整理 した形
で以下 に示す こ とにす る。多義関係 か らす ると,元 の配列 にか な り変更 を
加 える必 要がある ことが見て取 れ よう。
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((具体 的))
他1「 扉 をひ ら く」
他5「 口 をひ ら く」
他2「 手 帳 をひ ら く」
他3「 手紙 をひ ら く」
他7「 魚 をひ ら く」
他4
他6「 爪先 をひ ら く」
他21「体 をひ ら く」




他8r国 を ひ ら く」
他9「 ひ らかれ た社 会」
他18「蒙 を ひ ら く」
他19日 吾 りをひ ら く」
「ッバ キが花 をひ ら く」
他14「朝 九時 に店 をひ ら く」
他22「 フ ァイルをひ ら く」
他23「平 方 に ひ ら く」
他24「 漢字 をか なに ひ ら く」
他15「道 をひ ら く」((創出》
他10「 ビルの2階 に事 務所 をひ ら く」
他16「 突 破 口 をひ ら く」
他17「 研 究の端 をひ ら く」
他12「 口座 を ひ ら く」
他ll「 一宗派 をひ ら く」
他13「 講 座 を ひ ら く」
図3「 ひらく」他動詞の多義構造図
上 の構 造図 につい て,若 干 の補足的説 明 を してお く。左右2欄 に分 け
ているが,こ れは大雑把 に左欄 は具体 的な場合,右 欄 は抽 象的 な場合であ
るこ とを示す ものであ る。左上 の他1か ら他7ま での グルー プは,中 心
線 の両側 に平面 が生 じる場合 であ り,諸 用 法の 出発点 をなす もので ある。
他1と 並 んだ他5「 口 をひ ら く」 は閉 じられてい た口が ひ らかれるので,
最初 にあ った中心線が消 える とい う逆 の変化 を示 してい る。 これは他1
「扉 をひ ら く」 と一脈通 じてお り,両 者共 に出入 り自由の空 間が生 じる。
この 出入 り自由の点 に基 づ いた比喩 的用法 が右 肩 の他8と 他9で ある。
さらに,「扉 をひ ら く」 とい うこ とは,〈一つの空 間か ら別の空 間に出て行
くこ とを可能 にする 〉とい う含み を持 ってお り,そ の点 に基づいた抽象的
派生義が 他18と 他19で ある。左肩 のグループ内の他2,3,7の 共通点
は平面 を実現 させ ることであ り,そ の点 に基づ く比喩 的用法がその右 の他
14,22,23,24のグループである。他14で は具体 的 な平面(=床)が
出現 し,他22で はパ ソコ ンの フ ァイルの中 に閉 じ込 め られていたデー タ
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が デ ィスプ レー上 に平面 的 に展 開 される。他23で は例 えば 〉門2を 「ひら
く」 と,1.41421356-.と平面的 に広 が って ゆ く。他24の 漢字 を仮 名 に
「ひ らく」場合 も,ス ベ.__.スを食 う傾向がある。
左欄 に戻 って他4は 中心の周辺 に円形 が生 じる場合 であ る。 「傘 をひら
く」 もここに属す る。その下の他6と 他21の グルー プは,足 あるい は体
の向 きをある程度変 える場合 である。足 の場合 は両足 の問に,体 の場合は
元の位置 と向 きを変 えた位置 との 問に空 間が生 じる点 に着 目 した用法 と考
えられる。 その下の他20は2点 間の距離 とい う線 的なひろが りを指 して
いる。 自8「 差が ひ らく」 はこれ に基づ く抽象化で,か つ 自動詞化 した も
のである。
左欄 の他15「 道 をひら く」 は 「原野 をひ ら く」,「新 田 をひら く」,「農
地 をひ ら く」 な どと同 じ用法であ り,新 し く平面 を作 り出す ことを指 す も
のであ る。以下の他10か ら他13は すべ て 〈創設 〉を意味す る。他15
「道 をひ ら く」 は さらに 〈先 に進 んで行 くことを可能 にす る 〉とい う含 み
も持 ってお り,そ れ に基づ く抽象 的派生義 が右欄の他16と 他17で ある。







ふ く(拭 く)(意味格 の問題)
「拭 く」 は普通 は多義語 とは考 えられてお らず,『大 辞林』,『大辞 泉』,
『日国大』 などの ような大型 の辞典で も意味 は一つ しか記述 されてい ない。
そ うい う単義動詞 をこ こで敢 えて取 り上 げるのは,目 的語 として用 い られ
る語 の意味格 の違 いに よって表面的 に多義 である ように見 える とい う事情
があ るのに,そ の ことに注意 した辞典が この 『明鏡』以外 にない とい う理
由 による。短 い項で あるので,そ の全体 をここに再録する。
日本語動詞の多義体系(8>21
ふ く 【▼拭 く】 〔他五 〕0布 ・紙 な どを使 って物 の表 面 に付着 した水
分 や汚れ を取 り去 る。ふ きとる。ぬ ぐう。 「ハ ンカチで汗 を一」 ②
ふ くことによって,汚 れ た場所 を きれい にす る。「タオルで顔 を一」
「雑 巾で廊 下 を一 」 ◆[語 法]① は ～ヲ に く対象 〉を,② は く場
所 〉をとる。[可能]ふ ける
『明鏡』 では 「語法」 と して処理 されているが,こ れは意味格 が異 なる
とい う文 型の問題 であ る。 つ ま り0は 「対象格 をふ く」,② は 「場所格 を
ふ く」 とい う文型 を用 いてい るわ けであ る。一般 に言語 の記 述 には,主
格 ・目的格 な どの文法格 と動作主格 ・対象格 ・場所 格 ・道具格な どの意味格
の両方 を用 いない と,十 分 な記 述が出来 ない。例 えば 「部屋 を探す」 とい
う表現 では,「部屋 を」 は文法 的には 目的格 であるが,意 味格 は対象格 で
用いて 〈間借 りのため に空 き部屋 を探す 〉を意味 した り,場 所格で用 いて
〈部屋 の中で な くし物 を探 す 〉を意味 した りす る。 この ような意味格の 問
題 は意味論研 究で は早 くか ら論 じられて きたが(例 えば,柴 田武,1979=
36ぺ;国広哲弥,1997:112ぺ以下)r一 般 向けの辞書 で触 れ られたの は
『明鏡』が初 めてで あ り,辞 書編纂 史上画期 的なこ とである。
『新明解』 第五版 は約千個の動 詞 につい て基本文型 の記述 を加 えた点 が
特徴 であ るが,こ の記述で は助 詞の配置 を示す に留 まってお り,意 味格 の
記述 には至 ってい ない。 「拭 く」の項では,〈な にデなにヲー 〉と記 されて
いるのみである。
文型 の詳 しい記 述 を主 な 目的 と した 『日本語基本動詞用法辞 典』(大修
館書店)でも意味格 は考慮 に入 れ られてい ない。 この辞典 で はそ もそ も文
型 の概念 がはっ き りしてい ない。 「拭 く」 につ いては次の二つ の文型が示
されている。
《文型a》[人]{が/は}(物 で)[物 ・汚れ ・所 ユをふ く
《文型》[人 羽 が/は}([物 ・身体部分]で)[汗 ・涙 ・よだれ ・身体
(部分)]を ふ く
ここで 《文型》 となっているのは,《 文型b》 のつ も りであ ろうが,こ
れでは,文 型の区別はつか ない。 さらに 「を」の前 の名詞 では,対 象格 と
場所格が 区別せず に扱 われてい る。
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「拭 く」 の意味記述 に戻 る。 「拭 く」 は,そ の 目的語が対象格 であって も
場所格であ って も,拭 く動作 はまった く同 じなのであ り,異 なるのは拭 き
取 る対象物(汗 ・汚れ など)と 対象物 のある場所(身 体 部分 ・机 な ど)の
どち らに焦点 を当て るか とい う点である。 この焦点の置 き所 によって表面
的な意味は異 なって現 れる。それは上記の 『明鏡』の記述 に示 されている
通 りで ある。
ふ む































全体 は大 きく二つのグルー プに分かれる。1か ら7ま では具体 的な足の
動作 を含 む場合,8か ら12は 比喩 的な派生義である。足の動作 を表す和
語 動詞 として は 「あ る く ・ほ っつ く ・は しる ・か ける ・ふ む ・ける ・と
ぶ ・また ぐ ・つ まず く ・い ざる」 な どがあ る。 この動 詞群 を背景 に して




慣用句 として 「二の足 をふ む」 とい うのがあるが,こ れは 「2歩目は進
行 しないで元 の場所 をふ む」 つ ま り 「足踏み をす る」 とい うことである。
これ は基本 的には 「ふむ」 には 〈進行 〉の要素 は含 まれていない ことを示
している もの と解 され る。 しか しあ とで触 れ るように,派 生的 には進行 の
要素 が生 じている。 「踏み迷 う」 には 〈進行 〉が含 まれて いる と考 えるべ
きで あろう。
以上 の ような基本義 に基づいて 「ふ む」 の各語 義 を検 討 して行 くと,1
と3は 同 じ意味 と してま とめ られる。『明鏡』の記述 では 「ふ む」対象が
水 平面か,そ れ以外 の ものであるか によって,1と3が 区別 され ている も
の と見 られるが,こ れは文脈 の違 いを語義 に取 り込 んだ ものであ り,語 義
その ものの違い とはみな されない。
2「足 をふんで ミシンを動 かす」 は足 を道具格 で用い た ものであ る。つ
ま り 「足 で」 ミシンの一部 をふ むのである。『明鏡』で は語義3の 「語法」
注記 で 「「ミシン[唐 臼(か らうす)]を ふ む」の ように,〈道具 〉を とる
言 い方 もある。踏 んでそれを操作す る意。」 と述べ られ ているが,こ れは
一般 の意味論 で言 う道具格 とは異 なっている。上で触 れた 「足 を踏 んで}」
とい う場合 の 「足」が道具格 なのであ り,「ミシ ンをふ む」の場合の 「ミ
シン」 は対象格であ る。その対象格の物 がた また ま裁縫用 の道具であった
に過 ぎない。道具格 とい うのは,「ふ む」 とい う動 作 を実現 させ るための
道具,つ ま り 「足」 が帯 び得 る性 質なのであ る。事 柄 をはっ き りさせ るた
め にほかの道具格 目的語の例 を示 してみ よう。
(1)聖堂の内部 に足 を踏み 入れ た とき,ち ょうど日曜の朝 の ミサが始
まろ うとしていた。(武田洋平 「ヨーロ ッパ辺境旅行」)
(2)クワガタム シを飼 ってい じってい る と,た だ手 の上 を這 わせ た り,
背 中をっ まんで持 ち上 げて,肢(あ し)を もが くところ を見 てい
るだけでは もの足 りな くなる。(奥本大三郎 「虫屋 の落 とし文」〉
(3)バザ ールの一角 には,こ の町特産 の食 器や箱 や調 度 品 を作 る金属
工 芸の鍛冶屋 がか た ま り,日 が な一 ロ鉄床(か な とこ)に つ ちを
打 つ。(佐々木徹 「アフガ ンの四季」)
(4)女が ファ ンデ ーシ ョン と口紅 を拾 いあ げて,い そいそ と三面鏡 の
ところにゆ き,化 粧 をは じめ た。 それ は きつ と何 年ぶ りかの快 楽
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なの で,顔 をゆがめ るよ うに して鏡 をみつめ,パ フ をはた き,口
紅 を塗 る。(丸谷 才一 「女 ざか り」)
4「四股 をふ む」 と5「 無駄足 をふむ」 は 「明鏡 』で も 「語法」 で指摘
してい るように,結 果 目的語 を取 る場合であ り,ひ とつ にまとめるこ とが
出来 る。足 を四度ふんだ結果 「四股」 になるのであ り,ま た行 ってみた ら
結果的 に 「無駄足」 であったとい うことである。
6「故郷 の地 をふ む」 と7「 舞 台 をふ む」 は共 に シネク ドキ ー(提 喩)
の場合 としてひ とつ にまとめることが出来 る。故郷 の地 をふむため にはそ
こ まで移動 しなければな らないが,そ の最後 の一歩 を取 り上 げて 「ふ む」
と表現 し,そ れ によって移動行為全体 を意味 させてい るのであ る。 「舞 台
をふ む」 も同様 であ り,実 際 には舞台 まで行 き,舞 台で はいろいろと所作
をす るわけであるが,そ れ を 「ふむ」 だけで表 してい るわけであ る。『明
鏡』 は7の場合 を結 果 目的語用法 と注 しているが,そ れは無理 であろ う。
8か ら12ま で は実際の足の動 きを含 んで いない点 では比喩 ない し派生
義 と取 ることがで きるがr1か ら5ま での基本的用法 との繋が りが必ず し
もはっき りしない。意味分岐が進 んだ結 果だ と して,別 語扱い にす るの も
一つの解決であ るが,古 い時代 の用法 を見 る と,別 語扱 いをす るほ どで も
ない こ とが分か る。 『時代別 国語大 辞典 室町時代 編』 を見 る と,0の 基
本 的な足の動作 についての用法 に続 く② は次 の ようになっている。
「ふ む」(時代別:室 町時代)
② 自らそ こに実際に足 をおろ して立つ。 また,そ う して進んで行 く。
⑦ そ こに,足 をおろす。 また,そ うして一歩一歩進 んで行 く。
④ あ る拍子 をと りなが ら足 を地 におろす所作 をす る。 また,そ れ を
繰 り返 して舞 うことをい う。
③ 実際 にその立場 に立つ体勢 を とる。
⑦ あ る地位 に立 つ。
④ 自 らその立場 に身 を置 き,き ま りにの っ とって実践 し,経 験す
る。
⑰ 実際の ところに立脚 して,あ る事 の算定の基準 とす る。
④ 「韻 を踏 む」 の言 い方で,詩 歌 において,き ま りにの っと り,一 定
の位置 に特 定の位置 に特定の韻 を用い ることをい う。
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これ を見 る と,現 時点 で基本義 か ら離 れてい るように見 える8か ら11
の語義 はこの室 町時代(1336年一1573年)の用法 にさかのぼるこ とが分
か る。8「正規の手続 きをふむ」 と9「 天下 の正道 をふ む」 は室 町時代 の
③ 一⑦ に,10「実現 は難 しい とふむ」 は③ 一⑨ に,11「帝位 をふ む」 は
③ 一⑦ に,12「韻 をふむ」 は④ に結 び付 け られ る。特 に 〈見 当 を付 ける。
見積 もる。〉とい う意味 の10は これだけを見 る と基本義 との繋が りが は
っ きりしないが,室 町時代の意味派生 の筋道 をた どれば,〈ある立場 に身
を置 いて実体験 する → その実体験 に基づいて見 当を付 ける 〉の ように結
び付 け るこ とが出来 る。12の 「韻 をふ む」が歩行の律動面 に基づ くもの
であ ること も了解 される。先 に基本義 のメ トニ ミー と解 した7「舞台 をふ
む」 は室町時代 の② 一④ に繋 がる もの と見 ることも可能である。
以上の分析 に基づ いて 「ふ む」の多義構造図 を組み立 てる と,次 の よう
になる。
1「大地 をふ んです っ くと立 つ」
3「箱 をふ んで つぶす」
((道具 目的語 》2「 足 をふ んで ミシ ンを動 かす」
㈱ 的語》一{1蹴 篇 」
((メトミニー 》一{1膿 欝 鶴 をふむ、
階謙剖 ÷
〈ある立場に基づいて実体験をする〉





ふ れ る(触 れる)
「ふれる」 につ いては,そ の用法 の多 くは 自動 詞か他動詞 か はっ きりし
ない とい う問題 があ る。事実 『岩国』は これに 「自他」 とい う品詞 を与 え
ている。 『三 国』で は自動詞第1義 「さわ る」 の用例 として(1)「机 にふれ
る」,(2)「手 をふれ る」,(3)「脈 がふ れ ない」 の3例 を示 してい る。(2)
「手 をふ れる」 は 『明鏡』 その他 の辞書 では他動 詞扱 い を してい る。 この
ような状 況であるので,こ の項 では自他の区別はあ ま り問題 にせず,意 味
的な派生関係 を中心 に見 て行 くことにす る。
意味 的 に見 た場 合,「ふ れる」 は身体部分 と物 との物理 的な接触 が基本
で,そ れが物以外 の知覚 的 ・心理的な もの に派生 的に用い られる とい う形
を取 ってい る。物理 的な接触 も実の ところは触覚 とい う知覚であ るか ら,
人体知覚か ら人体 以外 の もの との比喩 的接触 へ と派生が起 こった もの と捉
えるべ きであろ う。 この よ うな派生 の大筋 を捉 えておいて,『明鏡』 の記





自8「 異文化 にふ れ る」〈体 験 ・感 受 〉
((時間))自7「 折 にふ れ て」
((出来事))自5「過 去 の こ とにはふ れ ない」〈言 及 〉
他2「 悪 口 をふ れて歩 く」・
囎 一[ll。嚇 ご繍
図5「 ふれる」の多義構造図
上の多義構造 図について若干の補足的説明を加えてお く。 もっとも基本




















机 に手 をふれ る。
机 を手 でふれ る。(稀)
脈 が手 にふれる。
手 と手がふれる。
机 にふ れる(省 略形)。
手 をふ れる。
手でふ れる。
自9「 心 にふ れる」 は 〈感動 させ られる 〉とい うことで あるが,同 じ意
味派生 が英語 の`touching'〈感動 的な 〉に も見 られる。
他2「 悪 口 をふ れある く」 の 「ふ れる」 は 〈言 う〉に近いが,こ の意味
とほかの意味 との繋 が りがか な らず しもはっ き りしない。 ここで は,自5
「過 去の ことにはふれ ない」 の 「ふれ る」 を 〈言及す る 〉と取 り,そ れに
関連 する もの と捉 えてお く。それな らば 「悪 口にふれて歩 く」 となるはず
であ るが,「悪 口を」 となってい るのは,「悪 口を言 って歩 く」 との混交表
現 に よる ものでは ないか とい うのが,一 つの考 え方で ある。(混交表現 に
ついては,国 広哲弥,1991:170ぺ以下参照)
最後 に,((影響))として ま とめ た2用 法 は,基 本義 の 〈知覚 〉が見方 を
変 えれば 〈影響 〉である点 に着 目して生 じた ものである と考 えたためであ
る。法律 に 「ふれる」 と罰 を食 い,人 の怒 りに 「ふれる」 と反撃 を食 らう
とい う結果が生 じる。 この影響義 は時間的 なメ トニ ミーで もあ る。
注記
(注1)「現 象素」 とい う呼 び名 は一 時 「認 知対 象」 と呼 び改 めてい た もの であ るが,
「現 象素 」 の方 が意 味 が は っ き りして よい とい う籾 山洋 介氏 の ア ドバ イス に
よ り,元 に戻 した。 これ は ラネ カー らの い う 「スキ ーマ」 に近 い場 合 もあ る
が,同 じで は ない。 「現 象素」 はあ くまで も現 実世 界 に見 られ る物 や 出来 事
を指す 。
(注2)この言 い 方 は筆 者 は確認 して い ないので,こ こで は考慮 か ら外 す。 一般 に は
「開票 が 始 ま る」 な ど と言 うの で はない か。 この用法 は 『大 辞 林』 に は載 せ
られてい ない。
(注3)この用 法 の実 態が よ く分 か らない のでTい まは省略す る。 なお柔道 で は 「体
(たい)を ひ ら く」 とい う言い 方 をす る。上 体 を90度 右 あ るい は左 に回転 さ
せ る ことを言 う。
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